
たすけあい平田、ひえばらお助けマン互助会、金太郎の家、おたがいさまいずも、河南はつらつセンター、グリーンコープげんき隊
鳶巣お助けマン互助会、有償ボランティア・虹、たすけあいボランティア、なないろネット、かみつお助けマン互助会
神門地区手互の会、有償たすけあい「つくし」、ボランティアネットたき（順不同）
※住民参加型在宅福祉サービスとは…住民が参加して、掃除や買い物など日常生活でのちょっとした困りごとを支援する活動です。

連絡会参加団体

■日　　時：10月16日（水）　13：00～16：30
■内　　容：第1部：講演「“ホンモノ”の支え合いってなんだろう」
　　　　　　※第2部では、わがまちの支え合いについて皆で考えます。
■会　　場：平田文化館プラタナスホール（出雲市平田町2112－1）　
■参 加 費：無　料
■定　　員：300人（※定員になり次第締め切ります。）
■申込方法：10月2日（水）までに氏名、電話番号をご記入のうえ
　　　　　　申込先へメールまたはFAXで申し込みください。
■申 込 先：地域福祉課　☎23-3781　FAX 20-7733
　　　　　　Eメール fukushi@izumoshakyo.jp
　　　　　　※メールでの申込の際は件名にフォーラム名を明記してください。

知的障がい者福祉施設、市町社会福祉協議会、認
知症グループホーム・小規模多機能施設の勤務を
経て2014年に「ご近所福祉クリエイション」を創
設（主宰）。広島と仙台を拠点として、全国各地を
講演行脚中。 イラストレーターとしても活躍中。

地域で支え合いの輪を広げるためのフォーラムを開催します。

講師プロフィール

ご近所福祉クリエーター

酒井 保  氏
さか い たもつ

令和元年８月20日発行
123
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理事・監事・評議員のご紹介
このたび、新たな役員体制となりましたのでお知らせいたします。

渡部 英二
会 長

ごあいさつ

齋藤 茂子
（島根県立大学名誉教授）

福祉課題の解決に向けて
　私は、微力ながら引き続き本会の副会長として会長のサポート役を担うことと
なりました。よろしくお願いいたします。
　多様かつ複雑化する福祉ニーズに対応すべき本会の使命を認識すること、市民
および関係者の皆様のご意見を汲み取ること、職員のモチベーションの維持を図
ること、そのために、市民の皆様の日常生活に寄り添いつつ、福祉課題の解決に
向けたアイディアを創出することに思いを巡らせています。

だれもが安心して暮らせる地域づくり
　出雲市社会福祉協議会は、高齢者のさまざまな問題の相談・支援を行う高齢者
あんしん支援センター、生活困窮など多様な課題を抱える人への相談・支援を行
う生活支援課、高齢者や障がい者の権利を守る権利擁護センター、地区の民生委
員・児童委員や地区社会福祉協議会と協力して福祉の地域づくりを進める地域福
祉課―など６課（センター）・６支所、職員100人の体制で取り組んでいます。
　高齢者も子どもも、障がいのある人もない人も、だれもが安心して暮らせる地
域社会をめざして、役職員を挙げて取り組みます。市民のみなさんには、活動へ
のご理解・ご支援をよろしくお願いいたします。

副会長

ともに願い・寄り添い・歩む
　この度、大役を仰せつかり責務の重大さを痛感しています。
　今、社会の変化がもたらす諸課題等について、本会では、各種ネットワークを活か
し「安心づくり」「地域づくり」「人づくり」を三本柱とし重点事業の推進を図っています。
　私は僧侶（曹洞宗）ですが、我が宗門の昨今のテーマは、寺院の長い歴史と人
との繋がりを活かす中で、「ともに願い、ともに寄り添い、ともに歩む」を掲げ、
実践の一助とすべく努めております。
　すべての人々がおかれた立場の中で、安心して暮らせるまちづくりを推進するた
め、微力ながら努めてまいります。

吉田 明弘
（社会教育分野の有識者）

副会長

任期は次のとおりです 理事・監事　令和元年６月18日開催の定時評議員会の終結の時～令和３年の定時評議員会の終結の時
評 議 員　平成29年４月１日～令和３年の定時評議員会の終結の時

監　事 （３人）

白枝　淳一
馬庭　　隆
森脇　慶昌

評議員 （20人）

飯塚　　晃
石飛　正登
和泉　　積
打田　祥一

江角　英子
岡並るみ子
小村　和恵
河瀨　京子

黒目　潤子
曽田　正一
高田　茂明
竹下　　茂

玉田　珠美
西　　郁郎
原　　　正
布野　泰德

堀川　　博
松浦　絹子
山口　史子
米原ゆきみ

※敬称略

大森 康正
（事務局長兼務）

常務理事

阿食 かをる
（社会福祉法人金太郎の家理事長）

理　事

飯塚 眞治
（元るんびにぃ苑苑長）

理　事

岡　賢治
（出雲地区保護司会事務局長）

理　事

岡　眞悟
（出雲市健康福祉部長）

理　事

川瀨　英
（前常務理事）

理　事

柳樂 紀美子
出雲市民生委員児童委員協議会

副会長

理　事

柳楽 好美
障がい者自立支援事業所

ぽんぽん船管理者

理　事

常陸　実
社会福祉法人ひまわり福祉会

理事長

理　事

日野 和子
やすらぎの家デイサービスセンター

施設長

理　事

堀西 雅亮
（NPO法人エスペランサ理事）

理　事

森山 アサ子
（社会福祉法人やまゆり理事）

理　事

2社協だより いずも  7月・8月号 vol.123
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安安 心心 づくり
さまざまな福祉課題を抱える人に寄り添い、
支援に取り組みました。住民や関係機関と連
携した支援体制の強化に努め、その人らしい
生活の実現を図りました。

地地 域域 づくり
安心づくりを支えるために地域住民の理解と
協力を得ながら、地域における支え合いの体
制づくりに取り組みました。また、社会福祉
法人の連携と協働による地域における公益的
な取組の具体化を進めました。

人人 づくり
地域で福祉活動に参加する人を広げるため
に、研修事業に取り組みました。また、「生
きづらさ」を抱える人の存在に気づき、理解
と支え合いを広げるために学校や企業などで
福祉教育の取組を推進しました。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
１
０
２
人
の
職
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を

通
し
て
、
困
り
ご
と
の
解
決
や
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

事
業
は
「
安
心
づ
く
り
（
個
別
支
援
）」「
地
域
づ
く
り
（
地
域
支
援
）」「
人
づ

く
り
（
人
材
育
成
）」
を
柱
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
の
取
組

生
活
や
経
済
的
な
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方
へ
の
相
談

に
応
じ
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
て
解
決
策

を
考
え
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
地
域
生
活
相
談
事
業

　
一
般
相
談
件
数
　
２
６
２
件

　
法
律
相
談
件
数
　
１
６
３
件

●
自
立
相
談
支
援
事
業

　
・
相
談
支
援

新
規
相
談
受
付
・
申
込
件
数
　
２
１
３
件

緊
急
一
時
的
支
援
件
数
　
１
９
３
件

　
　（
内
訳
）
食
料
支
援
１
５
８
件

緊
急
現
金
貸
付
22
件

生
活
物
品
提
供
・
貸
出
12
件

一
時
居
住
支
援
で
の
社
会
福
祉
法
人
と
の

連
携
１
件

　
・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　
・
相
談
窓
口
啓
発
カ
ー
ド
作
成

一
人
ひ
と
り
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

支
援
を
行
い
ま
し
た

安
心
づ
く
り

平
成
30
年
度
事
業
報
告
●
主
な
事
業
を
紹
介
●
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●
就
労
準
備
支
援
事
業

　
利
用
件
数
　
就
労
準
備
支
援
事
業
　
３
件

　
　
　
　
　
　
認
定
就
労
訓
練
事
業
　
１
件

●
家
計
見
直
し
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
利
用
件
数
　
17
件

●
生
活
物
品
支
援
事
業

　
利
用
件
数
　
８
件

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
貸
付
件
数
　
54
件

●
民
生
融
金
貸
付
事
業

　
貸
付
件
数
　
63
件

高
齢
者
あ
ん
し
ん
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組

高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
が
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
相
談
対
応
　
８
，５
３
１
件

●
成
年
後
見
・
虐
待
・
困
難
事
例
な
ど
の
対
応
　
３
３
１
件

●
介
護
予
防
普
及
啓
発
　
51
件

●
自
主
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
・
運
営
支
援
　
83
回

●
介
護
予
防
支
援
件
数
　
１
５
，１
８
４
件

●
住
宅
改
修
・
福
祉
用
具
購
入
等
支
援
　
１
９
０
件

●
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
　
81
回

い
ず
も
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
取
組

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
で
権
利
侵
害
を
受
け
や
す
い
方
へ
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
利
用
者
　
１
２
０
人

　
相
談
対
応
・
支
援
件
数
　
６
，２
３
３
件

●
法
人
後
見
事
業

利
用
者
　
９
人

相
談
対
応
・
支
援
件
数
　
９
０
１
件

●
障
が
い
者
入
居
債
務
保
証
事
業

利
用
者
　
９
人

●
財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス
事
業

利
用
者
　
３
人

●
市
民
後
見
推
進
事
業

　
・
市
民
後
見
人
活
動
支
援

　
・
市
民
後
見
人
バ
ン
ク
登
録
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　
　
研
修
会
の
開
催

地
域
住
民
の
主
体
的
な
福
祉
活
動
の
推
進

●
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
活
動
総
合
支
援
事
業

41
地
区
社
協
が
行
う
２
１
２
事
業
を
支
援

（
１
，５
１
２
万
５
，２
９
１
円
を
助
成
）

●
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会
　
15
回

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業

サ
ロ
ン
数
　
３
７
８
か
所

参
加
者
　
延
べ
５
５
，１
８
２
人

（
２
，３
１
１
万
８
，０
１
６
円
を
助
成
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
　
３
回
開
催

●
福
祉
団
体
活
動
助
成
事
業

　
30
団
体
に
８
６
８
万
６
，９
６
０
円
を
助
成

●
地
域
ふ
れ
あ
い
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

﹇
多
伎
・
湖
陵
・
斐
川
﹈

　
対
象
者
数
　
延
べ
１
，４
８
６
人

地
域
で
の
支
え
あ
い
の
取
組
を
広
げ
ま
し
た

地
域
づ
く
り
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地
域
住
民
等
の
参
加
と
協
働
に
よ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業

登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
数
　
１
，２
５
５
件

メ
ー
ル
配
信
件
数
　
20
件
（
行
方
不
明
者
情
報
13
件
）

事
前
登
録
者
数
　
77
人

●
出
雲
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
・
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
の
推
進

　
　
地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
　
　
参
加
者
　
約
２
２
０
人

　
　
地
域
支
え
合
い
研
修
会
　
11
回
開
催

　
　
　
参
加
者
　
延
べ
４
３
７
人

　
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
立
ち
上
げ
支
援

　
・
た
す
け
あ
い
活
動
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

　
・
生
活
支
援
活
動
の
担
い
手
養
成

●
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

利
用
会
員
　
88
人

協
力
会
員
　
54
人

賛
助
会
員
　
14
人

利
用
件
数
　
１
，５
６
４
件
（
２
，５
９
０
時
間
）

●
共
同
募
金
歳
末
助
け
合
い
事
業

　
市
内
全
域
で
24
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●
車
イ
ス
の
貸
出
事
業

貸
出
件
数
　
３
９
７
件

●
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
事
業

利
用
件
数
　
１
，４
６
７
件

社
会
福
祉
法
人
等
と
の
連
携
・
協
働

及
び
支
援
等

●
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
推
進
事
業

　「
地
域
貢
献
の
た
め
の
出
雲
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協

議
会
」
及
び
「
斐
川
地
域
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献

連
絡
会
」
の
事
務
局
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域

貢
献
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営

相
談
件
数
　
９
７
４
件

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
者

　
１
７
３
団
体
・
３
，９
８
２
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
登
録
者
　
２
３
６
人

技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

●
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
受
講
者
　
21
人

　（
こ
の
う
ち
次
年
度
へ
の
継
続
受
講
者
　
17
人
）

●
手
話
奉
仕
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
参
加
者
　
延
べ
84
人

●
手
話
奉
仕
員
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　
受
講
者
　
15
人

　（
こ
の
う
ち
次
年
度
へ
の
継
続
受
講
者
　
12
人
）

●
要
約
筆
記
奉
仕
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
参
加
者
　
延
べ
19
人

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
必
要
な
人
材
の
養
成

や
自
主
的
な
福
祉
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
人
づ
く
り
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●
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　
修
了
者
　
11
人

●
広
報
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
修
了
者
　
７
人

●
広
報
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
参
加
者
　
延
べ
68
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

人
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
全
２
回
）

　
参
加
者
　
64
人

●
社
会
福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
研
修
会

　
参
加
者
　
18
人

福
祉
教
育
の
推
進

●
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
﹇
斐
川
﹈

　
参
加
者
　
小
中
学
生
10
人

●
福
祉
学
習
支
援

　
実
施
回
数
　
86
回

　
参
加
者
　
３
，６
２
４
人

●
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
推
進
事
業

　
実
施
回
数
　
41
回

　
参
加
者
　
２
，０
１
３
人

信
頼
に
こ
た
え
る
法
人
運
営

●
法
人
運
営
事
業

　
役
員
会
等
の
開
催
、
役
職
員
の
研
修
等

●
災
害
見
舞
へ
の
取
組

火
災
な
ど
災
害
に
あ
わ
れ
た
世
帯
に
見
舞
金
を
お
く
り

ま
し
た
（
１
世
帯
）

●
会
館
管
理
事
業

　
出
雲
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
利
用
者
数
　
１
６
，２
７
８
人

　
多
伎
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
利
用
者
数
　
１
３
，７
１
５
人

　
平
田
福
祉
館

　
　
利
用
者
数
　
２
，８
９
５
人

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員
派
遣

　
島
根
県
西
部
地
震
　
　
全
７
日
間
　
延
べ
18
人

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
　
全
26
日
間
　
延
べ
55
人

広
報
啓
発
活
動
の
推
進

●
出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会

　
参
加
者
　
約
６
０
０
人

●
広
報
紙
「
社
協
だ
よ
り
い
ず
も
」
の
発
行
　
６
回

●
音
訳
広
報
発
行
事
業

　
利
用
者
数
　
延
べ
１
，２
５
３
人

●
点
訳
広
報
発
行
事
業

　
利
用
者
数
　
延
べ
48
人

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

●
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
公
募
事
業

　
79
点
の
応
募
の
中
か
ら

　
１
点
を
採
用
し
、
名
称

　
を
「
い
ず
り
ん
」
と
し

　
ま
し
た
。

●
出
雲
市
民
余
芸
大
会

　
出
演
20
団
体
、
来
場
者
１
，０
０
０
人

経
営
全
体
の
管
理
を
行
い
、
住
民
に
信
頼
さ
れ

る
法
人
運
営
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。

法
人
運
営
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企画広報
（社協だより、ホームページ、社会福祉法人地域貢献活動推進、
音訳広報、地域福祉活動計画、福祉大会、高齢者マッサージサービス 等）
2,578 万 2 千円

ボランティア・まちづくりセンター
（ボランティア・まちづくりセンター運営事業、
養成講座・研修会）　930 万 4 千円

地域福祉
（生活支援体制整備事業、福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、
多伎・湖陵・斐川地域見守りネットワーク事業、
車イス貸出事業、福祉教育・福祉出前講座 等）　8,017 万円

共同募金
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、
認知症高齢者等 SOS メール、点訳広報、歳末たすけあい事業 等）
3,516 万 4 千円

在宅福祉
（たすけあいボランティア事業、すこやか訪問事業、
ガイドヘルプ事業）　1,150 万 2 千円

生活支援・相談センター　5,272 万 8 千円

いずも権利擁護センター　5,113 万 1 千円

高齢者あんしん支援センター　2 億 7,391 万 1 千円

施設管理事業
（出雲市社会福祉センター、
平田福祉館、多伎地域福祉センター）
2,284 万 3 千円

法人運営事業
（役員会、役職員人件費、
事務費 等）
1 億 630 万 5 千円

平成 30 年度の寄附金を
平成 31 年度事業の財源として
活用するための全額積立
1,370 万 7 千円

次年度へ繰越
5,254 万 5 千円

収 入

支 出

会費　3,940 万円

寄附金
1,385 万 9 千円

受託金
（出雲市・島根県社協）
2 億 4,580 万 5 千円

共同募金助成金
2,926 万 4 千円

利用料収入
635 万 6 千円

貸付償還金
107 万円

介護保険等
1 億 1,155 万 6 千円

障がい者福祉サービス
利用給付費及び
利用者負担金
418 万円

寄附金積立取崩
1,800 万円

その他（利子、積立取崩等）
1 億 1,460 万 2 千円
繰越金、雑収入

補助金・助成金
（出雲市・島根県社協）
1 億 5,100 万円

平成30年度 出雲市社会福祉協議会決算報告
平成30年４月１日～平成31年３月31日

借　　　方 貸　　　方
科　目　名 金　　額 科　目　名 金　　額

資産の部 負債の部
　流動資産 83,706 　流動負債 31,160
　　現金預金 58,661 　　事業未払金 8,521
　　事業未収金 24,161 　　その他の未払金 1,034
　　未収金 44 　　未払費用 11,816
　　未収補助金 431 　　預り金 4,096
　　前払費用 315 　　職員預り金 5,577
　　預け金 94 　　前受収益 116
　固定資産 935,747 　固定負債 222,260
　　基本財産 70,181 　　退職給付引当金 222,260
　　　定期預金 9,000
　　　建物 61,181 　負債の部合計 253,420
　　その他固定資産 865,566
　　　土地 11,294 純資産の部
　　　建物 59,815 　基本金 9,000
　　　車両運搬具 2,583 　国庫補助金等特別積立金 62,499
　　　器具及び備品 2,866 　福祉事業積立金 419,790
　　　ソフトウェア 816 　　センター建設積立金 200,000
　　　貸付事業資金貸付金 771 　　権利擁護積立金 130,573
　　　長期預け金 127,115 　　助成積立金 89,217
　　　退職給付引当資産 70,164 　寄附金積立金 50,262
　　　福祉事業積立資産 419,790 　修繕積立金 83,956
　　　　センター建設積立資産 200,000 　たすけあいボラ積立金 1,528
　　　　権利擁護積立資産 130,573 　人件費積立金（ガイド） 1,000
　　　　助成積立資産 89,217 　運営資金積立金（包括） 6,500
　　　寄附金積立資産 50,262 　地域包括推進事業積立金 27,106
　　　修繕積立資産 83,956 　次期繰越活動増減差額 104,392
　　　たすけあいボラ積立資産 1,528 　　うち当期活動増減差額 △ 30,218
　　　人件費積立資産（ガイド） 1,000
　　　運営資金積立資産（包括） 6,500 　純資産の部合計 766,033
　　　地域包括推進事業積立資産 27,106

資産の部合計 1,019,453 負債及び純資産の部合計 1,019,453

貸借対照表
（単位：千円）

決算額 7億3,509万2千円
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会 場 一般相談（無料） 法律相談（無料・予約制） 会場・電話

出 雲

毎週　月・水・金
　　13：00～ 16：00
(最終受付時間　15：30)

祝日は休み

毎週木曜日
13：30～ 15：30

（ひとり30分、祝日は休み）
※事前に一般相談で相談が必要

出雲市
社会福祉センター

☎23−3790

平 田

９月11日
10月９日

　　13：00～ 16：00
（最終受付時間　15：30）

平田福祉館
☎63−4624

斐 川

９月３日
10月１日

　　13：00～ 16：00
（最終受付時間　15：30）

出雲市
社会福祉協議会
斐川支所

☎73−9330

名　　　　称 募 集 期 間

東 日 本 大 震 災 義 援 金（これまでの送金額	49,145,968円） 令和２年３月31日まで

平成28年	熊本地震災害義援金（これまでの送金額	 3,764,439円） 令和２年３月31日まで

平成29年	7月5日からの大雨災害義援金（これまでの送金額	 751,882円） 令和２年３月31日まで

平成30年	７月豪雨災害義援金（これまでの送金額	 2,049,919円） 令和２年６月30日まで

平成30年	北海道胆振東部地震災害義援金 （これまでの送金額	 111,825円） 令和元年９月30日まで

いずも権利擁護センター・高齢者あんしん支援センター・各支所でも、随時職員が相談に応じています。(連絡先は10ページに掲載)

仕事のこと、生活のことなどの困りごとについて、
ともに考え、支援します。まずはご相談ください。 生活支援・相談センター　TEL ２３－３７９０

◎一般相談では、家庭や日常生活での困りごと、悩みごとなどに
相談員が応じます。

◎法律相談では、法律的な問題について弁護士が助言します。
◎相談内容について秘密は固く守ります。

災害で被災された方への支援について 問合せ先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区
（事務局　出雲市社会福祉協議会	本所・各支所）

あたたかいご支援
ありがとうございます。

令和元年度

出雲市総合社会福祉大会

９月11日（水）13：30～15：30日 時

出雲市民会館　大ホール会 場

●オープニング
　　NPO法人なかよしの皆さんによる銭太鼓
●式典　長寿のお祝い、社会福祉功労者の表彰
●講演　講師：錦織法律事務所
　　　　　　　　　　弁護士　錦織　正二氏
　　　　演題：「自分らしく生きるために
　　　　　　　　　　　　　  成年後見の活用」
☆障がい者就労継続支援事業所による商品販売もございます

内 容

問合せ先／企画課　☎23－3781　FAX 20－7733

駐車場に限りがございますので
公共交通機関のご利用をお願いいたします。

出雲市福祉芸術文化祭
はあとピアいずも

10月12日（土）、13日（日）開催日
大社文化プレイスうらら館会 場

☆作品展はあとギャラリー
☆音楽祭ひだまりコンサート
☆バリアフリー映画上映
☆障がい者就労継続支援事業所の出店

内 容

申込
不要！

問合せ先／はあとピアいずも実行委員会事務局
（サン・アビリティーズいずも内） ☎24－2040

障がいのある方が芸術文化の創作活動に
参加し、その成果を発表する場として毎年
開催されています。本会は実行委員会の
一員として参加しています。内容も盛りだ
くさんです。皆さま、ぜひご来場ください。

入場料

無料

入場料

無料

相談
時間

相談
時間

相談
時間
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令和元年５月１１日～７月１０日受付分（敬称略）
＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して
います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜団体＞
出雲地区電力総連
（メーデー出店での募金活動）
花笛ひろば♪

（　）内は故人
＜出雲＞
今市町　伊藤　晴美（建治）
今市町　岩田　敏子（静香）
今市町　杉原　裕一（君江）
今市町　梅田　 一（カズ子）
今市町　武田　直久（文惠）
今市町　野田　美紀子（天野	輝子）
大津町　青木　敏章（昭枝）
大津新崎町　中筋　輝一（英行）
枝大津町　福田　悦子（節夫）
塩冶町　珍部　俊二（美惠子）
天神町　原　義昭（久義）
塩冶神前　矢田　純一（サク）
松寄下町　今若　昭代（保夫）
松寄下町　兒玉　恵津子（イネ）
渡橋町　鶴石　一樹（喜代子）
江田町　錦織　健一（芳子）
荻杼町　竹内　眞二（かず江）
上島町　森山　真治（律雄）

稗原町　矢野　あつ子（達雄）
馬木町　石橋　猛博（利）
芦渡町　大野　一郎（誠）
荒茅町　曽田　良吉（和子）
西園町　野々村　文男（武）
西園町　竹田　省三（恒雄）

＜平田＞
平田町　松本　裕一（俊治）
平田町　石原　輝男（政子）
平田町　岡　時男（フヂエ）
西平田町　岡　勝子（壮三）
西平田町　石倉　始（泰）
西平田町　高砂　渉（利夫）
西平田町　加納　秀肇（浩司）
灘分町　玉木　克郎（幹夫）
灘分町　岩淺　昭義（英子）
灘分町　福田　節朗（晶江）
灘分町　長岡　良美（俊夫）
口宇賀町　黒﨑　康久（治夫）
奥宇賀町　田仲　一善（ミヨ子）
奥宇賀町　黒崎　隆（喜代子）
奥宇賀町　米江　耕次（一子）
猪目町　飯島　文子（清巳）
東福町　南目　章徳（順一）
東福町　松本　文昭（直行）
東福町　伊藤　昭人（敦子）
野石谷町　原　茂（幸恵）

上岡田町　熱田　勇一（雅夫）
上岡田町　熱田　正樹（早苗）
多久谷町　金森　賢一（美代子）
多久町　多久和　正（均）
小境町　梶谷　治吉（勇）
小境町　安食　博司（ミサエ）
十六島町　山根　邦春（正）
三津町　金坂　弘美（和子）
野郷町　原田　美雪（長寿）

＜佐田＞
八幡原　岩﨑　義夫（義男）

＜多伎＞
小　田　山本　雅和（タカ子）
小　田　秦野　智行（尚雄）
多　岐　安井　正子（浩二）

＜湖陵＞
三　部　今岡　伸一（由貴榮）
大　池　三原　孝久（ナツ子）
大　池　長谷川　幸治（ミヨコ）
差　海　桑原　和志（幹人）

＜大社＞
遙　堪　伊藤　康幸（郁）
入　南　上野　博子（利充）
北荒木　中尾　憲和（ヨシ子）

杵築東　内藤　篤雄（花枝）
杵築東　藤江　しげり（竹並	裕二）
杵築西　藤井　一成（誠二）
杵築北　椿　　静枝（ヨネ子）
日御碕　浅野　泉（大国	吾市）
鷺　浦　米井　　勝（紀子）

＜斐川＞
三　絡　黒田　洋介（瑞夫）
上庄原　三島　武志（教宏）
併　川　金折　邦夫（久子）
鳥　井　小村　仁（艶子）
上直江　足立　裕司（和夫、トキノ）
沖　洲　福間　治雄（照子）
三分市　持田　康晴（芳子）
坂　田　江⻆　佳子（あき）

＜匿名＞
18件

＜斐川＞
荘原地区寿昌クラブ荘和会

　代表　板倉　威

一 般 寄 附

ご 寄 贈

香典・玉串料・お花料等返し

本　　所 出雲市社会福祉センター内１階（今市町543） 平田支所 平田福祉館内２階（平田町2112‒1）

佐田支所 出雲市役所佐田行政センター内１階（佐田町反辺1747‒6） 多伎支所 多伎地域福祉センター内（多伎町小田50）

湖陵支所 湖陵福祉センター内（湖陵町三部1352） 大社支所 出雲市役所大社行政センター内２階（大社町杵築南1397‒2）

斐川支所 出雲市社会福祉協議会斐川支所（斐川町上庄原1766‒2） ※電話番号は10ページに掲載しています。

出雲市社会福祉協議会

　皆さまからのご寄附は、
一般相談や法律相談、市内
で福祉活動を行う団体及び
各地区社会福祉協議会への
助成などに使わせていただ
いております。

●窓口での受付のほか、口座振込の受付も行っております。
　出雲市社会福祉協議会（☎0853 - 23 - 3781）までご連絡ください。

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、
寄附者が法人の場合には、損金算入の制度が利用できます。

●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」との
問い合わせが時どきあります。各地区の社会福祉協議会とは地域福祉の推進においての
パートナーであり連携して事業を行っておりますが、団体としては別であるため、各地
区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。

寄附受付窓口 は こちら



企業の強みを活かし、地域に貢献する企業ボランティアの取組が全国的に

広がっています。出雲の　　　　　　　　　　　　　　　　　　  をつくる

地元企業を紹介します！

“ふだんの くらしの しあわせ”×ボランティア企業

出雲商工会女性部・斐川町商工会女性部

今回は、斐川町商工会女性部（部長：青野幸子）と出雲商工会女性部（部長：田中弘美）により開催しました「出雲ブロック
商工会女性部研修会」においてフードバンク協力の呼びかけをしたところ、出雲商工会女性部の皆さまのご協力もあり、235
点もの食品を集めることができました。今後も輪を広げつつ、色 な々形で活動していきたいです。

●職　　種　事務職員
　　　　　　（コミュニティーソーシャルワーカー）
●人　　数　若干名
●応募資格　平成元年４月２日以降に生
　まれた方で、社会福祉士の資格を有す
　る方（来春取得見込み可）
●募集期間等
　令和元年９月13日（金）までに応募
　書類を総務課宛に郵送または持参によ
　り提出
●試験日・会場
　令和元年10月６日（日）午前９時から
　出雲市社会福祉センター
※応募される方は本会ホームページの募集
　要項をご覧ください。

問合せ先／総務課　電話 23－3781
担当：新宮、石飛

職員採用試験について
令和２年４月１日採用予定の職員採用
試験を次のとおり行います。

ボランティア活動者のための聴き方講座
～人と人心が通うボランティア～

参加者募集

ボランティア活動で大切な傾聴の理念や技法について学びます。ボランティ
ア活動をされている方、傾聴に関心のある方は、ぜひご参加ください。
●日　時　10月９日（水）13：00～16：00
●講　師　鳥取大学大学院医学系研究科　准教授　竹田　伸也氏

●会　場　縁結び交流館（出雲市浜町520番地　出雲文化伝承館隣）

●参加費　無料
●定　員　50人（先着順）

●申込方法
　９月25日（水）までに ①氏名 ②所属団体等（あれば）
　③電話番号を下記までご連絡ください。

問合せ・申込先／地域福祉課 　電話 23-3781　FAX  20-7733
Eメール fukushi@izumoshakyo.jp

※メールでのお問合せ、申込の際は件名に講座名を明記のうえ送信してください。

問合せ／企画課 　電話 23-3781　FAX  20-7733  Eメール fukushi@izumoshakyo.jp

プロフィール 出雲商工会女性部　　所在地：出雲市今市町　会員：120名
斐川町商工会女性部　所在地：出雲市斐川町　会員： 91名

　斐川町商工会女性部は、社会福祉活動や自己啓発のための研修
会等様々な活動に取組まれています。
　昨年度、新たに「ふれあい交流会」にてフードバンクへの取組を
スタートされ、今年度はさらに範囲を広げ「出雲ブロック商工会女性
部研修会」に合わせて呼びかけられました。出雲商工会女性部の
協力もあり、昨年を上回る多数の食料品を本会へ寄贈いただきました。
今後も輪を広げ、女性ならではの地域貢献の取組に期待が寄せられ
ています。

https://www.izumoshakyo.jp/

〈窓口対応〉 平日８：３０～１７：１５

生活支援・相談センター

本　　所　〒693‒0001 出雲市今市町543

☎23－3790  FAX20－7733

出雲市社会福祉協議会連絡先
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